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高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
の
た
め
に

高
年
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
措
置
と
有
効
な
実
施
ポ
イ
ン
ト

特
集

　
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
の
施
行
に
よ
り
、高
年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
に
必
要
な
措
置
の
実
施
が
事
業
者
の
努
力
義
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、そ
の
具
体
的
な
考
え
方
を
示
す『
高
年
齢
者
の
労
働

災
害
防
止
の
た
め
の
指
針
』が
厚
生
労
働
省
よ
り
公
表
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、自
治
体
に
お
い
て
も
、組
織
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
の
変
化
を「
高
年
齢
者
が
活

躍
で
き
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
る
好
機
」と
捉
え
、自
治
体
が
今
日
か
ら
着
手
す
べ
き
実
務
ポ
イ
ン
ト
を
、対
策
に
取
り
組
む
組
織
や
担
当
者
の
視
点
で
わ
か
り
や
す
く
整
理
し
て
提
示
し
て
い
き
ま
す
。

4

は
じ
め
に
～
努
力
義
務
と
な
っ
た

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
の
防
止

　
今
春
の
4
月
1
日
に
改
正
労
働
安
全
衛

生
法
が
施
行
さ
れ
、
50
人
未
満
の
す
べ
て

の
事
業
場
へ
の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
義

務
化
や
、
国
際
標
準
に
沿
っ
た
化
学
物
質

に
よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
の
強
化
等
と

並
び
、
高
年
齢
者
に
つ
い
て
も
、
公
務
災

害（
労
働
災
害
）防
止
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
先
立
ち
、
令
和
8
年
２
月
10
日

に
は
、「
高
年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た

め
の
指
針
」（
以
下「
新
指
針
」と
い
う
）が

公
表
さ
れ
、
同
月
18
日
に
は
、
総
務
省
自

治
行
政
局
公
務
員
部
安
全
厚
生
推
進
室
か

ら
、各
都
道
府
県
、各
指
定
都
市
、お
よ
び

市
区
町
村
等
に
対
し
、
情
報
提
供
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
少
子
高
齢
化
に
伴
う
人
材
確
保
の
困
難

さ
が
多
く
の
職
場
で
課
題
と
な
る
な
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
陥
り
つ
つ
あ
っ
た
令
和
2
年

3
月
16
日
に
は
、
厚
生
労
働
省
よ
り
新
指

針
の
原
型
と
も
い
え
る「
高
年
齢
労
働
者

の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン（
通
称
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）」が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
同
省

は“
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
”と
い
う
言
い

回
し
を
、W
H
O
や
欧
米
で
使
用
さ
れ
て

い
る「
高
齢
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
」こ
と

を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
か
ら
取
捨
選
択
さ
れ

た
事
項
を
列
挙
し
た
新
指
針
に
は
、
多
岐

に
わ
た
る
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、

安
全
衛
生
管
理
の
い
わ
ば
リ
ソ
ー
ス
や
イ

ン
フ
ラ
が
な
け
れ
ば
網
羅
す
る
こ
と
は
容

易
で
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
書
か
れ
た
文

言
を
単
に
安
全
衛
生
委
員
会
の
場
で
共
有

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
実
行
、
継

続
で
き
る
個
人
と
組
織
の
リ
テ
ラ
シ
ー
が

な
け
れ
ば
実
効
性
が
高
ま
り
ま
せ
ん
。　

　
本
稿
で
は
、
今
春
か
ら
法
的
に
強
化
さ

れ
た
高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
を
起
点

新
指
針
を「
組
織
の
力
」に
変
え
て
い
く

体
系
的
ア
プ
ロ
ー
チ

総
論高

年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
を
自
治
体
経
営

の
持
続
可
能
性
に
つ
な
ぐ
ヒ
ン
ト
と
と
も
に

と
し
て
、職
員
の
高
齢
化
と
い
う
課
題
を
、

自
律
的
か
つ
持
続
的
に
乗
り
越
え
る「
組

織
の
力
」に
変
え
て
い
く
体
系
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
の

根
拠
と
な
る
同
法
の
内
容
と

新
指
針
が
公
表
さ
れ
た
背
景

（
1
）第
62
条
の
2
項
に
追
加
さ
れ
た
事
項

　
半
世
紀
前
、労
働
基
準
法
か
ら
労
働
安

全
衛
生
法
が
分
離
独
立
し
た
昭
和
47
年

は
、55
歳
定
年
が
一
般
的
な
時
代
で
し
た
。

当
時
の
平
均
寿
命
は
、男
性
で
70
歳
強
、

女
性
で
約
76
歳
に
と
ど
ま
る
一
方
、就
業

率
は
50
歳
代
後
半
で
68
・
6
%
、60
歳
代

前
半
は
57・1
％
に
及
ん
で
い
ま
し
た
。

　
当
初
か
ら
労
働
安
全
衛
生
法
第
62
条
に

は「
中
高
年
齢
者
等
へ
の
配
慮
」と
し
て
、

労
働
災
害
防
止
と
就
業
上
の
配
慮
の
た
め

に
、
心
身
の
条
件
、
つ
ま
り
加
齢
現
象
に

株
式
会
社
健
康
企
業 

代
表
／
医
師

亀
田 

高
志
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Special Issue

伴
う
心
身
の
機
能
低
下
や
増
加
す
る
病
気

の
状
態
に
応
じ
て
、
適
正
な
配
置
を
行
う

努
力
義
務
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
の
経
済
変

化
や
直
近
の
コ
ロ
ナ
禍
、震
災
を
含
む
自

然
災
害
を
経
験
し
て
き
た
国
内
の
民
間
企

業
等
で
は
、現
在
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
機

会
の
確
保
が
事
業
主
の
義
務
と
な
り
、70

歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
が
努
力
義
務

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
状
況
の
な

か
、心
身
の
機
能
低
下
の
影
響
等
に
よ
り
、

50
歳
以
上
、特
に
60
歳
以
上
の
労
働
災
害

の
増
加
が
問
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。最

新
の
60
歳
以
上
の
男
女
別
の
労
働
災
害
発

生
率（
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
度
数
率
）は

30
歳
代
と
比
較
す
る
と
、男
性
で
約
２
倍
、

女
性
で
約
５
倍
と
高
く
な
っ
て
お
り
、受

傷
後
の
休
業
見
込
み
期
間
も
、年
齢
が
上

が
る
に
し
た
が
っ
て
長
期
化
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
同
法
の
第

62
条
の
１
と
な
っ
た“
健
康
状
態
に
応
じ

た
適
正
な
配
置
”だ
け
で
は
対
策
と
し
て

不
十
分
と
考
え
ら
れ
、
新
た
に
第
62
条
の

２
と
し
て
、
高
年
齢
者
の
労
働
災
害
防
止

の
た
め
、
加
齢
に
伴
う
変
化
を
踏
ま
え
た

高
年
齢
者
ご
と
の
特
性
に
配
慮
し
た“
作

業
環
境
の
改
善
”や“
作
業
管
理
等
の
措

置
”を
講
ず
る
努
力
義
務
が
、
事
業
者
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。“
作

業
環
境
の
改
善
”と
は
、
公
務
災
害
に
つ

な
が
る
危
険
源
を
取
り
除
く
こ
と
や
、
一

定
の
投
資
を
要
す
る
設
備
の
改
善
、
つ
ま

り
ハ
ー
ド
面
の
対
策
を
意
味
し
、“
作
業
管

理
の
措
置
”と
は
、
作
業
方
法
の
工
夫
等

に
よ
る
ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
意
味
し
ま

す
。
こ
れ
ら
は
職
業
病
の
防
止
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
、
い
わ
ゆ
る
労
働
衛
生
の
3

管
理
※
1
に
も
通
じ
る
対
応
で
す
。

（
2
）新
指
針
が
公
表
さ
れ
た
背
景

　
読
者
の
皆
さ
ん
は
、上
述
の「
エ
イ
ジ
フ

レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」の
内
容
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。あ
る
い
は
、す
で
に

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
各
職
場
に
求
め
ら
れ

る
対
策
を
実
行
し
て
き
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
高
年
齢
者
の
労
働
災
害（
公
務

災
害
）の
防
止
が
強
化
さ
れ
た
背
景
に
は
、

同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知
不
足
や
、
民
間

企
業
等
へ
の
浸
透
不
足
が
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
令
和
5
年
度
に
厚
生

労
働
省
が
実
施
し
た
民
間
企
業
等
1
万
4

千
強
の
事
業
所
へ
の
調
査
※
2
で
は
、
有

効
回
答
が
半
数
強
と
い
う
中
で
、
同
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
回
答
は

23
・
1
％
に
と
ど
ま
り
、
高
年
齢
労
働
者

に
対
す
る
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
業
所
は
19
・
3
％
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
が
公
表
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
民
間
企
業
等
に
対
す
る
法
的
拘
束

力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
現
状
を
打

Profile

かめだ・たかし
（株）健康企業代表。1991年
産業医科大学医学部卒。専
属産業医、外資系企業アジア
太平洋地域担当マネージャー、
専門産業医養成機関講師を経
て、20年前に母校の設立した
ベンチャーの創業社長を経て、
10年前から現職専従。国内
外の企業、自治体や団体、あ
らゆる組織の幅広い健康問題
を防止し、対処し、人財と事業
運営への影響を最小化するこ
とに取組んできた。近著では
産業医向けのテキスト『産業
医の職務Ｑ＆Ａ（第11版：産業
医学振興財団）』で「高年齢労
働者の健康管理」を執筆。本
フォーラムで『高年齢労働者
の安全衛生対策』の連載（計9
回）も担当。

破
す
べ
く
、厚
生
労
働

省
は
前
述
の
ハ
ー
ド

面
と
ソ
フ
ト
面
の
対

策
強
化
を
同
法
の
努

力
義
務
と
し
て
位
置

づ
け
ま
し
た
。
前
述

の
改
正
法
に
は
、“
…

…
前
項
の
指
針
に
従

い
、事
業
者
又
は
そ
の

団
体
に
対
し
、必
要
な

指
導
、援
助
等
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
。”と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
指
針
が
公
表
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
企
業
等
で
は
高
年
齢
者

の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
関
し
て
、
所
轄

の
労
働
基
準
監
督
署
の
監
督
官
に
よ
る
指

導
を
受
け
る
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
す
。

（
3
）新
指
針
に
明
示
さ
れ
た
5
つ
の
取
組

　
新
指
針
の
公
表
に
際
し
て
、
同
日
の
令

和
8
年
4
月
1
日
に
前
述
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
は

有
識
者
を
集
め
た
検
討
会
を
開
催
し
、
従

来
網
羅
さ
れ
て
い
た
項
目
の
中
か
ら
、
必

須
事
項
と
利
用
可
能
な
ツ
ー
ル
等
の
取
捨

選
択
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
指
針
の
概
要
を
図
１
に
集
約
し
ま
し

た
。こ
こ
に
示
し
た
必
須
事
項
と
も
い
え

る
全
体
像
と
個
々
の
取
組
の
意
義
を
、各

公
務
職
場
に
お
け
る
人
事
労
務
担
当
者
、

安
全
管
理
者
、衛
生
管
理
者
あ
る
い
は
産

業
保
健
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、理
解
し
て
お
※1	 作業環境管理、作業管理、健康管理
※2	 引用：第170回労働政策審議会安全衛生分科会資料３（令和6年11月６日）及び令和５年労働安全衛生調査（実態調査）結果の概要

図１ 「高年齢者の労働災害防止のための指針」の概要

４　高年齢者の健康や体力の状況に応じた対応
健康や体力の状況を
踏まえた就業上の措置

治療と就業の両立を含む、
状況に応じた業務の提供

心身両面にわたる
健康保持増進措置

３　高年齢者の健康や体力の状況の把握
定期健康診断を通じた
健康状況の把握 体力の状況の把握 健康情報管理の徹底

１　安全衛生管理体制の確立等
首長、総務部長等の方針の
表明と実施体制の明確化

安全衛生委員会等に
おける調査審議

リスクアセスメントの
実施

５　安全衛生教育

高年齢者に対する教育と訓練 管理監督者に対する高年齢者の
特性と安全衛生対策の教育

２　職場環境の改善
ハード面の対策＝身体機能の
低下を補う設備・装置の導入

ソフト面の対策＝高年齢者の
特性を考慮した作業管理
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く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
取
組
の
1
番
目
は
、対
策
を
進
め
る
方

針
の
表
明
と
体
制
の
明
確
化
で
す
。方
針

は
し
ば
し
ば
形
式
的
に
な
り
が
ち
で
す
が
、

責
任
あ
る
立
場
の
方
が
自
ら
の
問
題
意
識

を
表
明
し
、い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

つ
ま
り
説
明
責
任
と
と
も
に
結
果
責
任
を

負
う
覚
悟
を
明
示
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

継
続
的
に
対
策
を
行
い
、可
視
化
で
き
る

効
果
を
上
げ
る
た
め
に
は
、専
門
家
へ
の

委
託
を
含
め
た
予
算
確
保
も
検
討
し
つ
つ
、

責
任
者
、担
当
者
、職
場
内
外
の
専
門
家

の
確
保
と
安
全
衛
生
委
員
会
等
の
枠
組
み

で
労
使
の
対
話
機
会
を
定
期
的
に
設
け
る

こ
と
を
、安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立
と

し
て
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら

は
先
述
の
リ
ソ
ー
ス
と
イ
ン
フ
ラ
に
当
た

り
ま
す
。

　
確
立
さ
れ
た
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
も

と
、2
番
目
と
し
て
、先
述
の
ハ
ー
ド
面・

ソ
フ
ト
面
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。こ
の
部
分
が
今
回
の
法
改
正
に
関

す
る
主
要
な
法
的
要
求
と
な
り
ま
す
。図

中
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
と
も
に
こ

れ
ら
の
具
体
的
な
対
応
に
関
し
て
は
、後

段
の「
提
言
2
」を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　
3
番
目
の
健
康
、体
力
の
状
況
の
把
握

と
4
番
目
の
そ
れ
ら
の
状
況
に
応
じ
た
対

応
の
詳
細
は
、同
じ
く
後
段
の「
提
言
1
」

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。定
期
健
康
診
断
の

実
施
だ
け
で
は
な
く
、健
康
状
態
に
合
わ

せ
た
働
き
方
の
調
整
、い
わ
ゆ
る
就
業
上

の
措
置
等
の
適
切
な
事
後
措
置
と
と
も

に
、新
た
な
体
力
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
、

測
定
時
の
け
が
や
事
前
・
事
後
の
不
調
に

留
意
し
な
が
ら
、取
り
組
む
必
要
が
あ
り

ま
す
。就
業
時
間
中
の
実
施
や
専
門
家
な

い
し
外
部
機
関
等
を
活
用
し
た
実
施
に
つ

い
て
は
、前
述
の
方
針
表
明
に
基
づ
く
予

算
確
保
を
含
め
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
稿
の
話
題
と
同
じ
く
、今
春
か
ら
改

正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
に
よ
っ
て
事
業

主
の
努
力
義
務
と
な
っ
た
、私
傷
病
の
治

療
と
就
業
の
両
立
支
援
が
、3
番
目
と
4

番
目
の
取
組
の
中
で
は
、中
高
年
以
降
に

は
特
に
重
要
に
な
り
ま
す
。実
務
上
の
課

題
と
し
て
は
、職
場
に
病
気
等
を
申
告
で

き
る
か
と
い
う
問
題
や
、申
告
で
き
な
い

場
合
に
は
理
由
を
告
げ
ず
に
退
職
す
る
職

員
が
多
い
こ
と
、さ
ら
に
、当
該
職
員
の

休
業
・
休
職
に
伴
う
穴
埋
め
を
担
う
上
司

や
同
僚
の
心
身
の
負
担
増
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。詳
細
は
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
て
い

る
新
指
針
と
旧
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を

合
わ
せ
た
参
考
資
料
と
の
統
合
版
を
ご
覧

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。育
児
や
介
護
と

同
様
に
、知
識
と
ス
キ
ル
、つ
ま
り
リ
テ

ラ
シ
ー
の
強
化
に
加
え
、個
別
ケ
ー
ス
で

は
産
業
医
、保
健
師
・
看
護
師
な
ど
の
専

門
家
、主
治
医
、医
療
機
関
、さ
ら
に
本
人

の
同
意
を
前
提
と
し
た
家
族
と
の
連
携
が

鍵
と
な
り
ま
す
。

　
5
番
目
の
教
育
は
、個
人
と
組
織
の
リ

テ
ラ
シ
ー
の
強
化
策
の
一
つ
で
す
。公
務

職
場
で
は
、す
で
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
指

針
に
沿
っ
た
個
々
の
職
員
向
け
の
セ
ル
フ

ケ
ア
研
修
や
管
理
監
督
者
向
け
の
ラ
イ
ン

ケ
ア
研
修
を
行
っ
て
い
る
職
場
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
新
指
針
に
示
さ
れ
た
、当
事

者
と
も
い
え
る
高
年
齢
者
の
教
育
・
訓
練

や
、管
理
監
督
者
に
対
す
る
高
年
齢
者
の

特
性
と
公
務
災
害
防
止
等
を
主
眼
と
す
る

教
育
は
、こ
れ
ら
の
セ
ル
フ
ケ
ア
研
修
や

ラ
イ
ン
ケ
ア
研
修
と
同
時
、あ
る
い
は
並

行
し
て
行
う
こ
と
が
効
率
的
か
つ
効
果
的

で
あ
る
と
、経
験
的
に
考
え
て
い
ま
す
。

自
治
体
経
営
と
し
て
の

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場
づ
く
り

（
1
）	改
正
法
と
新
指
針
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
転
倒
災
害

　

旧
来
の
高
年
齢
者
対
策
の
主
な
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
、民
間
企
業
に
お
け
る
製
造
業

や
建
設
業
な
ど
、公
務
職
場
で
い
え
ば
現

業
職
場
を
想
定
し
た
も
の
で
し
た
。そ
の

後
、エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
の
公
表
前
後
か
ら
、厚
生
労
働
省
は
、高

年
齢
者
に
お
け
る
性
差
に
つ
い
て
も
積
極

的
に
示
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で

強
調
さ
れ
た
の
が
、高
年
齢
女
性
の
転
倒

災
害
の
増
加
で
し
た
。

　
墜
落
と
は
高
い
と
こ
ろ
か
ら
地
面
な
ど

に
落
ち
る
こ
と
、転
落
と
は
階
段
状
の
場

所
等
を
転
げ
落
ち
て
い
く
こ
と
で
す
が
、

転
倒
と
は
同
じ
平
面
上
で
倒
れ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。厚
生
労
働
省
に
よ
る
令
和

６
年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
で
も
、転
倒

災
害
に
よ
る
休
業
４
日
以
上
の
死
傷
者
数

は
事
故
の
型
別
で
最
多
と
な
り
、被
災
者

数
は
実
に
3
万
6
3
7
8
人
と
、前
年
比

3
2
0
人（
0
・
9
％
）増
と
さ
れ
て
い
ま

す
。労
働
災
害
発
生
率（
度
数
率
）は
加
齢

と
と
も
に
上
昇
し
、60
歳
以
上
の
女
性
で

は
20
歳
代
の
約
19・5
倍
と
な
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
最
大
の
要
因

は
、加
齢
に
伴
う
身
体
の
機
能
低
下
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

　

こ
の
図
2
に
示
し
た
機
能
低
下
は
、見

方
を
変
え
れ
ば
高
年
齢
者
の
特
性
と
も
い

え
ま
す
。誰
し
も
生
き
て
い
る
限
り
経
験

す
る
は
ず
で
す
が
、自
身
の
暦
年
齢
に
応

じ
た
捉
え
方
し
か
で
き
な
い
現
状
が
あ
り

ま
す
。一
般
的
な
言
い
方
で
は“
運
動
神
経
”

の
違
い
と
と
も
に
、日
頃
か
ら
の
身
体
機

能
を
維
持
す
る
運
動
習
慣
の
有
無
が
大
き

な
違
い
を
生
み
ま
す
。容
易
に
理
解
で
き

る
点
は
、加
齢
現
象
に
は
個
人
差
が
大
き

い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、そ
の
差
を
生
む

最
大
の
要
因
の
一
つ
が
運
動
習
慣
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
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（
2
）	転
倒
災
害
の
具
体
例
の
共
有
か
ら

	

始
め
る
個
人
と
組
織
の
リ
テ
ラ
シ
ー

	

の
強
化

　
民
間
企
業
で
は
、店
舗
等
の
サ
ー
ビ
ス

業
に
従
事
す
る
女
性
の
転
倒
災
害
が
問
題

視
さ
れ
て
い
ま
す
が
、公
務
職
場
に
視
点

を
変
え
て
み
る
と
、現
業
以
外
で
も
庁
舎

内
や
事
務
所
、支
所
等
の
い
わ
ゆ
る
デ
ス

ク
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
、転
倒
災
害
の
さ

ら
な
る
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。そ

こ
で
、職
場
の
段
差
に
つ
ま
ず
い
た
ケ
ー

ス
を
関
係
者
全
員
で
想
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
中
高
年
層
で
あ
っ
て
も
、運
動
習
慣
が

あ
り
身
体
機
能
が
保
た
れ
て
い
れ
ば
、両

足
が
反
応
し
て
、バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
、

転
倒
し
ま
せ
ん
。お
そ
ら
く
笑
い
話
で
す

む
こ
と
で
し
ょ
う
。
仕
事
柄
、事
故
や
病

気
、け
が
は
、実
際
に
経
験
す
る
ま
で
、医

療
職
等
で
な
い
限
り
、ピ
ン
と
こ
な
い
こ

と
が
大
半
で
す
。個
人
と
組
織
の
無
関
心

や
知
識
不
足
を
抜
本
的
に
変
容
さ
せ
る
た

め
に
、図
３
に
示
す
転
倒
災
害
が
生
じ
た

場
合
の
外
傷
の
種
類
別
の
状
況
を
共
有
す

る
こ
と
が
有
効
で
す
。骨
折
等
に
伴
う
休

業
・
休
職
や
職
場
運
営
へ
の
影
響
も
含
め

て
、総
務
人
事
や
安
全
衛
生
部
門
の
責
任

者
・
担
当
者
が
理
解
し
、安
全
衛
生
委
員

会
等
の
労
使
対
話
の
場
や
職
場
巡
視
を
通

じ
て
、繰
り
返
し
周
知
す
る
こ
と
も
有
効

で
す
。
産
業
医
や
保
健
師
・
看
護
師
な
ど

に
よ
る
助
言
や
啓
発
、教
育
の
実
施
を
お

願
い
で
き
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
3
）	エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
職
場

	

づ
く
り
を
自
治
体
経
営
の
持
続

	

可
能
性
に
発
展
さ
せ
る

　
地
方
公
務
員
の
定
年
は
60
歳
で
し
た
が
、

令
和
5
年
4
月
に
61
歳
、令
和
7
年
4
月
に

は
62
歳
へ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。今
後
も

2
年
ご
と
に
1
歳
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
、令

和
9
年
4
月
に
は
63
歳
、令
和
11
年
4
月
に

は
64
歳
、最
終
的
に
は
令
和
13
年
4
月
に
65

歳
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、筆
者
は
そ
れ
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。す
で

に
民
間
企
業
等
で
は
65
歳
ま
で
の
雇
用
確

保
義
務
に
加
え
て
、70
歳
ま
で
の
就
業
機
会

の
確
保
が
、令
和
3
年
4
月
か
ら
努
力
義
務

と
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、労
働
安
全
衛
生・

健
康
管
理
と
は
別
の
制
度
で
す
が
、老
齢
基

礎（
厚
生
）年
金
は
75
歳
か
ら
の
繰
り
下
げ

受
給
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
将
来

的
に
は
70
歳
ま
で
の
雇
用
が
標
準
と
な
り
、

75
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
ま
で
、公
務

職
場
で
も
考
慮
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
将
来
像
に
つ
い
て
、総
務
人
事
部

門
が
中
心
と
な
っ
て
共
通
認
識
を
形
成
し

て
い
く
こ
と
が
鍵
と
な
り
ま
す
。

　
住
民
の
生
活
、地
域
の
産
業
を
支
え
る

自
治
体
経
営
に
お
い
て
、人
材
不
足
に
よ

る
影
響
は
、皆
さ
ん
の
最
大
の
懸
念
事
項

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
を
解
消
す

る
に
は
、ベ
テ
ラ
ン
層
の
知
見
や
知
識
を

い
か
に
次
の
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
の

か
が
課
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。そ
れ
を
支

え
る
対
策
の
一
つ
が
、高
年
齢
者
の
公
務

災
害
防
止
で
す
。
ま
た
、そ
れ
と
並
行
し

て
、皆
さ
ん
の
立
場
や
責
任
、担
当
に
応

じ
た
人
財
へ
の
投
資
、人
的
資
本
の
確
保

と
い
う
位
置
づ
け
を
意
識
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

　

高
年
齢
者
の
公
務
災
害
防
止
の
強
化

を
、単
な
る
事
業
者
の
義
務
強
化
や
コ
ス

ト
増
を
招
く
要
因
と
し
て
捉
え
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。安
全
衛
生
部
門
だ
け
の
課

題
と
限
定
せ
ず
、自
治
体
経
営
の
レ
ベ
ル

で
取
り
扱
う
好
機
と
し
て
再
考
で
き
ま
す
。

高
年
齢
者
が
漫
然
と
定
年
を
迎
え
、会
計

年
度
任
用
職
員
等
の
形
で
退
職
を
待
つ

の
で
は
な
く
、加
齢
に
よ
る
影
響
を
小
さ

く
し
つ
つ
、知
見
や
知
識
を
次
の
世
代
に

伝
承
し
て
い
く
。そ
の
大
き
な
枠
組
み
を

支
え
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、高
年
齢
者

の
公
務
災
害
防
止
へ
の
継
続
的
な
関
与
を

心
が
け
る
こ
と
が
有
効
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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図２　20代前半と比較した50代後半の身体機能の低下の例

図３	つまずいたことによる転倒災害
	 による外傷、背景と影響

身体機能が著しく低下していて、骨粗しょう
症も進んでいる場合、股関節を骨折する。
➡大がかりな手術が必要で、リハビリにも相
当な時間と労力が必要。いわゆる“寝た
きり”のリスクもある。

反応が悪いと、膝蓋骨（いわゆる膝の皿）
を骨折する。
➡大がかりな手術が必要で、リハビリに
も相当な時間と労力が必要。

中高年層でも運動習慣があると転倒し
ても手が出て身体を支えることができる。
➡手のひらの擦り傷のみ。

骨粗しょう症のある中高年齢の女性では、
手が出た場合に手首を骨折する。
➡手術を要することもあり、長期の固定
が必要。利き手であれば、家事、日常
生活に支障。

運動習慣がなく、反応できない場合、顔面を強
打し、顔面骨折や顎を大きく切るけがを負う。
➡顔面骨折の場合、入院が必要となることが
ある。顎を切った場合には、整容面の影響
が出ることもある。

（引用・改変）斎藤 一、遠藤 幸男『高齢者の労働能力 (労働科学叢書53)』労働科学研究所、1980年


